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３年次：２単位 
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評

価
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定期考査 
授業への取組み（積極的な学習態度や取組み等） 
課題の提出 
課外活動（ボランティア活動） 

学習到達目標 
・対人援助の基本であるレクリエーション，コミュニケーションなどに関する知識と技術を習得するととも

に，高齢者や障害者に対し自立生活を支援する社会福祉援助活動に活用する能力と態度を養う。 

★授業について 
この授業では，コミュニケーションやレクリエーションなどを通じて対人援助に関する知識・技術を学び

ます。また，自らと同様に他者を尊重し，自分自身を見つめ直すきっかけになることを望みます。 
 

★自主学習について 
 新聞・テレビ等で報道されている福祉に関するニュースや日常的な時事問題にも関心を持ちましょう。そ

のためには，毎日 15 分程度は新聞報道やテレビニュースなど見る習慣をつけ，家の人と話をしてみましょ

う。 
 休暇中にボランティア活動に参加しましょう。「社会福祉体験実習」に興味や関心が持て，授業での学習効

果が上がります。 

★評価について 
評価の観点 
①社会福祉援助技術に対する関心を持ち，対人援助に向けた課題に意欲的に取り組み，人間尊重の精神に基

づいた高齢者や障害者の自立支援を目指した社会福祉援助活動を行おうとする態度を身に付けている。（関

心・意欲・態度） 
②高齢者や障害者に対しての社会福祉援助活動に関する諸問題の解決を目指して自ら思考を深め，基礎的・

基本的な知識と技術を活用して社会福祉援助活動の現状について適切に判断し，創意工夫する能力を身に

つけている。（思考・判断） 
③高齢者や障害者に対しての対人援助に関する基礎的・基本的な技術を身に付け，社会福祉援助活動を計画

し，適切に処理するとともに，その成果を的確に表現する。（技能・表現） 
④高齢者や障害者に対しての対人援助に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，対人援助について，その

意義や役割を理解している。（知識・理解） 
 
 
 



 
学習の計画   ●要点 ◆学習習慣・学びの発展 ＊心の成長 

月 週・時 単元 目標 学習の要点 

１０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１ 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２ 
 
 

１ 
 

 社会福祉援助活動とは何か 
 
 
社会福祉援助活動の目的と方

法 
 
 
 
コミュニケーションとは何か 
 
 
 
コミュニケーションの方法 
 
 
援助者の心がまえ 
 
 
 
 
信頼関係を築くための傾聴と

共感 
 
 
レクリエーションとは何か 
 
 
レクリエーション活動の流れ 
レクリエーション活動の計画

と準備 
レクリエーション計画の実施

～評価 
 
計画の管理と安全対策 
 
 
レクリエーション活動の実際 
 
 
 

社会福祉活動とは，社会福祉分野において解決す

べき社会問題を抱えた人々，集団，地域に対して

援助を行うことであることを理解する。 
社会福祉援助活動の目的，対象，方法を理解する。 
 
 
 
 
コミュニケーションの本質を正しく理解する。 
 
 
 
コミュニケーションの方法について理解する。効

果的な援助を行うための言語コミュニケーショ

ン・非言語コミュニケーションについて学ぶ。 
コミュニケーション援助を行う際の，援助者とし

ての心がまえを理解する。 
 
 
 
利用者と援助者が心を通わせ，信頼関係を形成す

ることの大切さを理解する。利用者が心を開き，

生きる意欲や喜びを表現できるための傾聴と共感

を正しく理解するとともに，その方法を習得する。 
一般的な意味のレクリエーションについて考えて

みる。身近なレクリエーションについて例をあげ，

話し合い，その機能と効果について学ぶ。 
レクリエーション活動の流れを理解する。 
レクリエーション活動の計画と実施するまでの準

備について理解する。 
実際にレクリエーション計画を実施するときの進

行の仕方，援助者の役割，記録と評価について学

ぶ。 
スケジュール，予算やスタッフの役割分担を含む

計画の管理，会場や場所のチェック，保険に入る

ことなどの安全面への配慮について学ぶ。 
社会福祉の援助でよく用いられるレクリエーショ

ンについて，具体例を交えながら見ていく。 
 
 
 
 

●社会福祉援助の実践 
◆予習，復習の習慣を身につけること

ができる 
●社会福祉援助活動の目的 
●社会福祉援助活動の対象 
●社会福祉援助活動の方法 
※互いに課題について話し合い，その

内容を発展させることができる 
●コミュニケーションということば

の意味 
●コミュニケーションの意義と目的 
●コミュニケーションの基本的要素 
●言語コミュニケーション 
●非言語コミュニケーション 
 
●利用者を個人として尊重し，信頼関

係を築く 
●利用者の自己表現を助ける 
●言語・非言語コミュニケーションに

目を向ける 
●傾聴 
●共感 
 
 
●日常語としてのレクリエーション 
●遊びを通した人間性の回復 
●レクリエーション活動の機能と効 
 果 
●レクリエーション活動の計画 
●レクリエーションの準備 
●プログラムの進行 
●実施時の援助者の役割 
●記録と評価 
●計画の管理 
●安全対策 
 
●芸術文化活動 
●スポーツ・身体活動 
●野外活動 
●造形活動 
●学習活動 
●ゲーム 
◆考査試験に対する姿勢や学習の仕

方を考えることができる 
※生涯にわたって学ぼうとする態度

が育っている 
 

 


